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　少子高齢化の進展により、若い世

代が減少する一方、輸血用血液の多

くを使用する高齢者世代が増加し、

今後、輸血が不足することが予想さ

れています。

　下記の日程で献血を行いますので、

お一人でも多くのご協力をくださいますようお願いします。

献血にご協力を！
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No.615
6月

主な内容 5/30 上下北山小学校交流陸上

Ｐ２
Ｐ３・４
Ｐ５
Ｐ６
Ｐ７
Ｐ８

6月定例村議会……………………………
一般質問……………………………………
村の出来事…………………………………
差別をなくす強調月間……………………
救急医療情報キットの配布を始めます……
教科書展示会・東吉野魅力発信イベント…

Ｐ９
Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１２
Ｐ１３
Ｐ１４

吉野消防署・年金だより……………………
お知らせ…………………………………
空き家相談・中南和法律相談………………
がんサロン「よしの」・奈良健康情報……
診療所だより…………………………………
叙勲受章者のご紹介・自衛官募集相談員の任命…

村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和元年6月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

３０６（±０）
４９９（±０）
２５８（+１）
２４１（－１）
274.22k㎡

【７月１日】
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N
O
.615号

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
企
画
課

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

・県村民税　　　第1期
・介護保険料　　第2期

◆と　　　き：7月1日（月）午後２時～４時
◆と　こ　ろ：上北山村役場前

叙勲受章者のご紹介（春の叙勲）

　多年にわたり団長等消防業務に

精励し、消防の発展に貢献し、その

顕著な功績が認められました。

金山　進保氏
瑞宝単光章

自衛官募集相談員に任命
　福嶋範之氏が、自衛官募

集相談員に任命されました。

　6月11日（火）、自衛官奈

良地方協力本部五条地域

事務所長より委嘱状の授与

が行われました。

　期間は2年です。自衛官に興味のある方は、福嶋氏までご相

談ください。
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①
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

　

平
成
31
年
３
月
か
ら
令
和
元
年
5
月

に
行
っ
た
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

で
す
。

①
上
北
山
村
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
村
税
条
例
に
つ

い
て
も
改
正
す
る
も
の
で
、
車
体
課
税

の
見
直
し
・
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
見
直

し
に
よ
る
個
人
住
民
税
の
改
正
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
拡
充
に
伴
う
措
置
、
個

人
住
民
税
の
非
課
税
措
置
に
関
す
る
改

正
で
す
。

②
上
北
山
村
介
護
保
険
条
例
の一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
国
庫
負
担

金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
及
び
介
護
保
険
の
医
療

保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
必
要
な
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
で
、
消
費
税
が
増
税
さ
れ
る

こ
と
か
ら
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
を
減
額

し
、保
険
制
度
の
安
定
を
図
る
も
の
で
す
。

③
平
成
30
年
度
上
北
山
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
し

令和元年第2回定例村議会が、6月13日に開会し、報告5件、議案7件、追加
議案4件が審議・審査され、上程された報告および議案はすべて原案どおり
承認・可決されました。審議・審査は下記のとおりです。

よ
う
と
す
る
平
成
30
年
度
の
歳
出
予
算

の
経
費
を
計
算
し
、報
告
す
る
も
の
で
す
。

④
平
成
30
年
度
上
北
山
村
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

　

令
和
元
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
し
よ

う
と
す
る
平
成
30
年
度
の
歳
出
予
算
の
経

費
を
計
算
し
、
報
告
す
る
も
の
で
す
。

①
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
こ
と

　

奥
村
隆
司
氏
の
再
任
に
つ
い
て
、
議

会
の
同
意
を
求
め
ま
し
た
。

②
上
北
山
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
よ
り
森
林
環
境
譲
与
税
が
交

付
さ
れ
る
事
に
伴
い
、
単
年
度
に
お
い

て
森
林
環
境
贈
与
税
に
見
合
っ
た
事
業

を
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
「
上
北
山
村
森
林
環
境

譲
与
税
基
金
」
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

③
上
北
山
村
公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
承
認
に
つ
い
て

　

総
号
案
内
セ
ン
タ
ー
（
1
階
）
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
議
会
の
承

認
を
求
め
ま
し
た
。

▼
指
定
管
理
者

　

一
般
社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き
た

▼
年
間
施
設
使
用
料　
　
　
　

 

０
円

▼
年
間
指
定
管
理
料

令
和
元
年
度　
　
　

  

３
４
０
万
円

令
和
2
年
度
～
5
年
度　

２
０
０
万
円

▼
指
定
期
間

令
和
元
年
7
月
1
日
～
6
年
3
月
31
日

④
令
和
元
年
度
上
北
山
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
44
万
9
千
円
の
増
額

　

国
保
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
伴
う
補
正
で
す
。

⑤
令
和
元
年
度
上
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
１
１
０
万
3
千
円
の
減
額

　

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
に
伴

う
補
正
で
す
。

⑥
令
和
元
年
度
上
北
山
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う

補
正
で
す
。

⑦
令
和
元
年
度
上
北
山
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
1
号
）

※
６
，６
３
３
万
5
千
円
の
増
額

　

拠
点
施
設
改
修
工
事
費
５
，

０
０
０
万
円
の
増
額
、
新
た
な
特
産
品

創
出
と
交
流
拠
点
整
備
事
業
費
１
，

４
６
４
万
5
千
円
の
減
額
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
代
３
７
５
万
円
の
増

額
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金

２
４
０
万
円
の
増
額
等
に
係
る
補
正

で
す
。

６
月
定
例
村
議
会

令
和
元
年

報　

告

専
決
処
分
事
項
の
報
告

議　

案
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①
総
合
開
発
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

②
総
合
開
発
特
別
委
員
会
の
選
任

に
つ
い
て

③
総
合
開
発
特
別
委
員
会
委
員
長
、

同
副
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
総
合
開
発
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
構
成　

　
　
　
　

委
員
長　
　

岩
本
泉
治

　
　
　
　

副
委
員
長　

小
松
広
一

　
　
　
　

委
員　
　
　

玉
岡
紀
生

　
　
　

   

委
員　
　
　

大
谷
良
心

　

         

委
員　
　
　

森
脇
郁
雄

　

         

委
員　
　
　

金
山
進
英

④
金
山
進
英
議
員
に
対
す
る
議

員
辞
職
勧
告
決
議
に
つ
い
て
は
、

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
村
議
会
で
は
、
２

名
の
議
員
に
よ
る 

一 

般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

追
加
議
案

令
和
元
年

６
月 

定
例
村
議
会

一
般
質
問

■
大
谷
議
員

　

来
年
度
オ
ー
プ
ン
予
定
の
上

北
山
村
ホ
テ
ル
集
客
案
の
一
助

に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
　

上
北
山
村
縁
故
者
優
遇
制

度
に
つ
い
て

　

新
規
募
集
の
お
客
様
も
必
要

で
す
が
、
法
事
や
墓
参
り
・
里

帰
り
な
ど
上
北
山
村
に
ご
縁
の

あ
る
方
々
に
、
温
泉
入
浴
や
ホ
テ

ル
宿
泊
の
優
遇
制
度
を
設
け
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
共
に
、
村

民
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
を
導
入
し
、

１
，
０
０
０
円
～
２
，０
０
０
円
の

村
民
パ
ス
ポ
ー
ト
で
村
報
や
温

泉
、
村
内
施
設
な
ど
村
縁
故
者

が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
　

　
　

新
規
回
峰
ル
ー
ト
の
開
拓

に
つ
い
て

　

初
心
者
・
中
級
者
・
経
験
者
・

親
子
・
年
齢
や
時
間
な
ど
の
条

件
に
よ
り
、
コ
ー
ス
設
定
の
新
規

ル
ー
ト
を
開
拓
し
、
登
山
者
の

誘
致
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

案
内
の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

村
内
行
事
の
案
内
に
つ
い
て

　

地
域
の
年
間
行
事
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
情
報
発
信
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　

村
長　

ま
ず
、
上
北
山
村
縁

故
者
優
遇
制
度
に
つ
い
て
、
「
村
民

パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
」
は
関
係
人
口
等

の
考
え
か
ら
言
っ
て
も
、
有
効
な
制

度
だ
と
思
い
ま
す
。

　

隣
村
で
あ
る
、
天
川
村
で
は
、「
天

川
村
特
別
村
民
」
を
年
会
費
１
万

円
で
募
集
し
、
特
産
品
を
年
２
回
発

送
、
ま
た
、
特
別
村
民
証
を
発
行
し

て
村
営
施
設
、
村
内
店
舗
、
旅
館
の

割
引
な
ど
の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
村
の
出
身
者
に
限

ら
ず
村
の
縁
故
者
も
含
め
て
村
外
の

方
、
全
般
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
、
本
年
６
月
を
も
っ
て
制

度
を
廃
止
し
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
制
度
に
一
本
化
す
る
と
の
事
で
あ

り
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
旧
上
北

山
小
学
校
跡
地
、
と
ち
の
木
セ

ン
タ
ー
の
利
用
開
始
後
、
村
出

身
の
方
か
ら
も
「
登
録
村
民
制

度
」
の
よ
う
な
も
の
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
お
話
も
伺
っ

て
い
ま
す
。

　

出
身
者
の
方
に
と
っ
て
、
上
北

山
村
は
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、「
村
」

の
情
報
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
た
と
え
村
を
離
れ
て
い

よ
う
と
も
、
改
め
て
身
近
な
存
在

で
あ
る
と
再
認
識
し
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
村
か
ら
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
動
的
に
受
け
る
と

い
う
立
場
か
ら
、
村
に
何
か
し
て

や
れ
な
い
か
と
い
う
能
動
的
な
思

い
へ
の
醸
成
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
出
身
者
だ
け
に
限
ら
ず
、
上

北
山
村
に
縁
の
あ
る
方
々
に
対
し
、

割
引
や
優
遇
が
あ
る
方
が
効
果
が

出
や
す
い
の
も
事
実
で
、
村
の
栄

え
に
繋
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
め

ら
う
理
由
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
の
再
開
に
つ
い
て

は
、
村
も
覚
悟
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
中
、
村
に
縁
の
あ
る
方
々
の

力
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
「
村
民
パ
ス
ポ
ー
ト

制
度
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
基
本
的
に
は
ふ
る
さ
と
納
税

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
と
す
る

の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

優
遇
措
置
の
中
身
に
つ
い
て

は
今
後
の
検
討
課
題
だ
と
思
い
ま

す
が
、
施
設
等
の
割
引
、
優
遇

等
の
こ
ち
ら
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に

留
ま
ら
ず
、
一
村
民
と
し
て
村
の

栄
え
に
協
力
し
て
頂
き
、
村
の

発
展
へ
の
力
を
頂
く
と
い
っ
た
よ

う
な
関
係
構
築
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
　

村
長　

次
に
新
規
回
峰

ル
ー
ト
の
開
拓
に
つ
い
て
で
す

が
、
登
山
道
の
整
備
と
当
村
の

文
化
遺
産
を
絡
め
た
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
企
画
を
し
て
は
、
ど
う
か
と
い

う
意
味
と
と
ら
え
て
お
答
え
い

た
し
ま
す
。

問問

問答

答
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幸
い
当
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
、
登
山
ガ
イ
ド
の
資
格
が
あ
り
、

山
歩
き
に
精
通
し
た
メ
ン
バ
ー
が
お

り
ま
す
。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
当
初
か
ら
古

道
の
調
査
と
整
備
等
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
の

難
易
度
に
お
い
て
、
中
級
は
筏
師
の

道
や
一
ノ
タ
ワ
か
ら
小
谷
、
初
級
は

従
来
か
ら
あ
る
和
佐
又
山
や
大
台
ヶ

原
東
大
台
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
揃

え
、
初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で
の
誘

致
を
諮
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

村
長　

次
に
村
内
行
事
の
案

内
に
つ
い
て
、
今
年
度
、
村
防
災
行

政
無
線
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
更
新
を

行
う
予
定
で
、
全
戸
配
布
し
て
い
る

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
へ
更
新
す
る
予
定
で
す
。

　

情
報
発
信
を
行
う
手
段
と
す
れ
ば

そ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
ま
た
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
受
け
手
側
が

村
民
と
限
定
し
て
お
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
不
特
定
多
数
の
方
へ
の
発
信
と

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
の
発
信
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
発
信
と
は
、
内
容
確

認
の
手
間
が
格
段
に
違
い
ま
す
の

問

答

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ
ほ

ど
必
要
の
無
い
情
報
を
、
手
間
を

か
け
て
不
特
定
多
数
の
方
に
発
信

す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
の
が
私

の
考
え
で
す
。
地
域
年
間
行
事
を

情
報
配
信
す
る
手
立
て
を
考
え
た

場
合
、
ま
ず
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、

受
信
者
向
け
の
情
報
発
信
シ
ス
テ

ム
か
ら
試
み
て
は
ど
う
か
と
思
い

ま
す
。

■
岩
本
議
員

　
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

の
検
討
」
に
つ
い
て

　

本
年
４
月
に
、
池
袋
で
の
高
齢
者

に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
す
る
関
心

が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地

方
に
お
い
て
は
高
齢
者
で
あ
ろ
う
と

も
車
の
運
転
を
取
り
や
め
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
か

ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
加
え
て
、

タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
便
利
な
移
動

問 手
段
が
欲
し
い
と
の
要
望
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
安
全
と
村
内
の
移
動
の
利

便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
導
入
の
検
討
に
入
っ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
　
「
村
民
と
共
に
豪
雨
災
害

の
備
え
を
」

　

平
成
２３
年
８
月
２５
日
に
発
生
し
た

台
風
１２
号
に
よ
る
紀
伊
半
島
豪
雨
災

害
で
は
、
多
く
の
死
者
行
方
不
明
者

が
出
ま
し
た
。

　

今
年
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
発
生

が
予
報
さ
れ
て
お
り
、
水
害
に
対
す
る

備
え
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

村
内
の
側
溝
や
横
断
溝
は
多
数
あ
り

ま
す
が
、
大
雨
時
に
は
枯
葉
や
ご
み
が

詰
ま
り
、
大
量
の
流
水
が
溢
れ
る
状
況

が
み
ら
れ
る
の
で
監
視
が
必
要
で
す
。

行
政
が
積
極
的
に
管
理
す
る
こ
と
が

一
番
で
す
が
、
災
害
に
対
す
る
関
心

度
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
村
民
参
加
の

対
策
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　

村
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

の
検
討
に
つ
い
て
、
他
の
自
治
体
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
当
該
利
用
者
に
対
し
て
町

村
か
ら
乗
車
賃
の
補
助
、
割
引
券
を
出

し
て
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
を
補
完
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
当
村
は
、
タ
ク
シ
ー
業

者
は
お
ら
ず
、
こ
の
制
度
は
使
え
な
い

為
、
先
般
立
ち
上
が
っ
た
、
一
般
社
団

法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き
た
に
旅
客
運

送
業
務
部
門
を
作
っ
て
も
ら
い
、
運
営

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
一
般
社
団
法
人
は
よ
う
や
く

途
に
付
い
た
ば
か
り
で
、
そ
こ
ま
で

手
が
回
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

村
の
地
域
に
お
け
る
交
通
手
段
の

確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
今
後
、

さ
ら
に
、
色
々
な
視
点
、
観
点
か
ら

検
討
を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

村
長　
「
村
民
と
共
に
豪
雨
災

害
の
備
え
を
」
に
つ
い
て
、
平
成
２３

年
に
発
生
し
た
台
風
１２
号
に
よ
る
紀

伊
半
島
豪
雨
災
害
で
は
、
西
日
本
を

中
心
に
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
大
惨

事
と
な
り
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て

も
、
長
時
間
の
停
電
と
携
帯
電
話
網

の
遮
断
が
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
に
対
す
る
備
え
は
、
い
く
ら
遣
っ

て
も
遣
り
す
ぎ
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

答

答

費
用
と
の
相
談
も
あ
り
ま
す
が
、
紀
伊

半
島
豪
雨
災
害
並
み
の
状
況
を
想
定
し

て
、
備
え
を
今
一
度
、
点
検
、
確
認

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

深
く
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

側
溝
等
の
ご
み
詰
り
に
つ
い
て
は
、

台
風
発
生
前
の
６
月
７
月
頃
に
、
各

大
字
集
落
内
に
お
い
て
住
民
に
よ
る

清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
美
観
及
び
衛
生
の
観
点
か
ら
も

大
い
に
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

更
な
る
被
害
防
止
の
た
め
、
村
民

と
の
災
害
に
対
す
る
情
報
共
有
を
深

め
、
災
害
発
生
時
に
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
三
つ
の
繋
が
り
、
こ
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
く
た
め
の
施
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、
配
り
物
、
広

報
誌
、
有
線
放
送
等
、
ま
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
っ
た
周
知
方
法
も
採
用

す
る
方
針
で
あ
り
、
常
に
閲
覧
で
き

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
能
を
最
大
限

に
生
か
し
、
災
害
の
抑
止
に
努
め
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
集
落
外
の
村
道
・
林
道

に
つ
い
て
は
、
建
設
課
が
定
期
的
に

点
検
し
維
持
管
理
を
し
て
お
り
、
国

道
・
県
道
に
つ
い
て
は
吉
野
土
木
事

務
所
に
随
時
要
望
し
対
処
し
て
も

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　５月３０日（木）、下北山村池の平公園のグランドにおいて「第５回上

下北山小学校交流陸上」が行われました。

　他校の児童と積極的にかかわり交流を深めること、走る、跳ぶなど

の運動で、体を巧みに操作しながら合理的で心地よい動きを身につ

けること等がねらいです。

　立ち幅跳びやソフトボール投げお昼からの交流

ゲームでは、大きな軽いボールを床に落ちないよう

に打ち合うキンボールを行いました。

　普段交流することの少ない他校との試合に児童

たちは盛り上がり、夢中になっていました。

村の出来事Topics

第５回上下北山小学校交流陸上

北山三村フェスタ
　６月２日（日）、北山村おくとろ公園において、北山三村

フェスタが開催されました。

　北山三村フェスタは、村・県域を超えて、連携し、この地

域を盛り上げようと結成した北山三村（和歌山県北山

村、奈良県下北山村、奈良県上北山村）フェスタ実行委員

会による、企画・出店・ステージイベントです。

　ステージでは、三村の住民による和太鼓演奏や語り部

グループの昔話などが繰り広げられ、また、特産品コー

ナーでは、じゃばらのタレで味付けした鶏の唐揚をパン

に挟んだ「じゃばらバーガー」や、下北山村の「めはり寿司」、上北山村からは村の特産品や手づくりのアク

セサリー、ぬいぐるみなどの雑貨が販売されました。

アユ釣り解禁
　６月９日（日）、北山川、小橡川など村内の河川において、アユ釣

りが解禁されました。

　当日は天気もよく、この日を待ちわびた多くの釣り客たちがア

ユ釣りを楽しみました。
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連絡先：上北山村保健福祉課　電話　07468－③－0380

　あらゆる差別をなくすため各機関・団体の緊密な連携のもと、県民が一体となった教育、啓発活
動を推進して、人権意識の確立と連帯感の高揚に努めることを目的として、7月を「差別をなくす

強調月間」と定め、県下各市町村で各種行事が行われます。

　自宅で具合が悪くなって救急車を呼ぶ、災害時に急きょ医療機関へ行くなどの安全と安心の取組とし
て、救急情報の活用支援事業を始めました。
　かかりつけ医や服薬内容などの医療情報を入れた容器「救急医療情報キット」を冷蔵庫に保管し、その
情報を救急時に活かします。
※かかりつけ医療機関が救急病院であっても、他の病院に搬送される場合があります。

　高齢者の安全・安心を確保するためかかりつけ医や
持病などの医療情報や、薬剤情報提供書（写し）、診
察券（写し）、健康保険証（写し）、本人の写真など
の情報を専用の容器に入れ、自宅に保管しておくこと
で、万一の救急時に備えます。
　持病や服薬等の医療情報を確認することで、適切で
迅速な処置が行えること、また緊急連絡先の把握によ
り救急情報シートにない情報の収集や親族などのいち
早い協力が得られます。

下記のとおり人権相談所を開設します。

　　　　　７月１1日（木）午前１０時～正午
　　　　　上北山村振興センター３階　婦人研修室

※人権に関する相談を受け付けます。村人権擁護委員が対応しますので、お気軽に
　ご相談ください。相談は無料で秘密は厳守されます。

人権相談所

７月１日～７月３１日

差別をなくす村民集会

主催 ： 上北山村・上北山村教育委員会
共催 ： 村啓発連協・村人推協・村人権擁護委員

～ 毎月１１日は「人権を確かめあう日」～ 

「差別をなくす強調月間」

日時

場所

講演

７月１1日(木）
午後１：３０～
上北山村振興センター大集会室　

日時
場所

６５歳以上の方へ
救急医療情報キットの配布を始めます

救急医療情報キットとは？

　かけつけた救急隊員がすぐに救急医療情報キットを探し出す必要があります。そのための最適な場
所が冷蔵庫です。ほとんどのお宅で冷蔵庫は台所にあるので、救急医療情報キットがどこにあるかす
ぐに分かります。

なんで冷蔵庫？

　上北山村民で65歳以上の高齢者や障害者の人が対象です。一人暮らしに限らず、同居者がいる場合も希
望される人に救急医療情報キットを配布します。

どんな人が対象？

　上北山村保健福祉課で申し込まれた人に救急医療情報キットとステッカー等を無料で配布します。診察
券等のコピーが必要な方も保健福祉課で行いますのでお申し出ください。

キットはどこでもらえる？

講師 ： 桂　三扇

演題 ： 男女共同参画
かつら さんせん
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キットはどこでもらえる？

講師 ： 桂　三扇

演題 ： 男女共同参画
かつら さんせん
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広　報 かみきたやま

　令和2年度から使用される小学校の教科書などを下記展示場所で展示します。

◆展示場所◆

吉野町立吉野小学校（吉野町上市）

川上村立川上中学校（川上村人知）

下北山村立下北山小学校（下北山村寺垣内）

十津川村立十津川第一小学校（十津川小原）

野迫川村山村振興センター（野迫川村北股）

◆展示期間◆

令和元年6月14日（金）～7月12日（金）

（午前9時～学校及び山村振興センターの終了時刻）

※休みの日は閲覧できません。

※なお、県立教育研究所（磯城郡田原本町奏庄）等においても展示しています。

教科書展示会の開始について

お問合せ 上北山村教育委員会　07468－②－００６６

東吉野村魅力発信イベント

ＦＡＭ２０１９

　年金ポータルは、年金に関する情報をインターネット上で容易に見つけられるために、厚生労働省

が作成したポータルサイトです。

　このポータルサイトでは自分の日常生活の中のシーンに合わせたテーマや、年金制度の基本的な

仕組みについて、さまざまな関係機関のホームページから情報を探すことができます。

　専門用語をできるだけ使わずに、図やイラストによる解説でシンプルに説明しており、年金につい

て知りたいことがすぐに探せる「入口」としてご利用いただけます。

年金について知りたいことがすぐに探せる「年金ポータル」をご利用ください！

年金だより

URL：www.mhlw.go.jp/nenkinportal/

バーベキューでの火災・事故に気をつけましょう！
　近年のアウトドアブームに伴い、アウトドア料理が注目を浴びています。家族や友人とバーベキューや
キャンプに出かける方も多いのではないのでしょうか。しかし、火の誤った使用方法などにより、思わぬ火
災や事故が発生することがあります。家族や友人との楽しいひと時を悲しい思い出にしないよう、今一度
安全な知識や取り扱い方法を学びましょう。

バーベキューを安全に楽しむための３つのポイント

１．まわりの環境について
・バーベキュー禁止場所ではないか、強風が吹いていないかを確認しましょう。また、周囲に燃えやすいもの
を置いたり、火のそばから離れないようにしましょう。

２．火の取り扱いについて（カセットコンロ、炭、練炭、固形燃料、着火剤）
・カセットコンロは調理以外の目的に使用してはいけません。炭や練炭の火おこし等に使用すると、カセット
ボンベが過熱され、爆発するおそれがあります。
・練炭を使用する際は、必ず練炭用のコンロを換気の良い場所で使用しましょう。専用以外のコンロを使用
したり、換気が不十分だと一酸化炭素が大量に発生する危険があります。
・固形燃料は複数を同時に使用せず、完全に使い切ってから廃棄してください。
また、小さなお子さんやペットが口に入れないよう注意してください。
・炭が燃えている状態での着火剤の継ぎ足しは絶対にしないでください。着火剤は非常に燃焼性、揮発性の
高い物質なので、服や体に燃え移る危険があります。

３．消火について
・水を張ったバケツを近くに置いておくなど、いつでも消火出来る準備をしておきましょう。消火する際は火
傷に注意し、細心の注意を払って消火しましょう。
・消火後の炭は、完全に消火してから持ち帰るか、指定された場所に処理するようにしましょう。

日時 ： ７月２７日(土)９時～１５時
（ 延期の場合は８月１１日）

　東吉野村の清流高見川で新しい夏まつりを開催しま

す。ワークショップや川遊びなどのたくさんの催しと豊

富な飲食店が軒を連ねます。ぜひ東吉野村で夏の思い

出をつくってください。入場無料（有料ブースあり）。

場　所 ： 東吉野村役場下高見川
　　      奈良県吉野郡東吉野村大字小川９９番地
問合せ ： ＦＡＭ実行委員会　
Ｔ Ｅ Ｌ ： 074６-４２-０４４１
メール ： FAM@vill.higashiyoshino.lg.jp

年金ポータルへのURLアドレスは、次のとおりです。 

お問い合わせ：吉野消防署 TEL : 0746（32）1011
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また、小さなお子さんやペットが口に入れないよう注意してください。
・炭が燃えている状態での着火剤の継ぎ足しは絶対にしないでください。着火剤は非常に燃焼性、揮発性の
高い物質なので、服や体に燃え移る危険があります。

３．消火について
・水を張ったバケツを近くに置いておくなど、いつでも消火出来る準備をしておきましょう。消火する際は火
傷に注意し、細心の注意を払って消火しましょう。
・消火後の炭は、完全に消火してから持ち帰るか、指定された場所に処理するようにしましょう。

日時 ： ７月２７日(土)９時～１５時
（ 延期の場合は８月１１日）

　東吉野村の清流高見川で新しい夏まつりを開催しま

す。ワークショップや川遊びなどのたくさんの催しと豊

富な飲食店が軒を連ねます。ぜひ東吉野村で夏の思い
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０10 2

０８００－７７７－８０５１

上北山村と下北山村の合同で空き家相談会を開催します。

空き家相談会

　空き家コンシェルジュと行政が連携し、恊働事業として定期的な相
談会を開催しています。
　相談内容は、「管理、活用相談」「空き家調査」「管理や活用法の提
案」「その他、空き家に関するあらゆる相談」です。相談、調査とも無
料でご利用いただけます。

■開催日時 ： 8月10日（土）
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 場　　所 ： 上北山村振興センター
■ 料　　金 ： 無料
■問合せ先 ： 特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ
　　　　　　TEL: 0744-35-6211

＊セミナー参加は予約不要です。
＊相談会には予約が必要です。

❶
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

■
対
象
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
：
男
子
・
女
子
　
年
間

を
通
し
随
時

■
試
験
日
：
7
月
21
日（
日
）、8
月
25

日
（
日
）、9
月
15
日
（
日
）、9
月
22
日

（
日
）（
男
子
の
み
）
、9
月
23
日
（
月
・

祝
）（
女
子
の
み
）、9
月
29
日（
日
）

■
試
験
会
場
：
航
空
自
衛
隊
奈
良

基
地
（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

■
試
験
内
容
：
筆
記
試
験
、口
述

試
験
、適
性
検
査
、身
体
検
査

❷
一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航

空
自
衛
隊
）

■
対
象
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
：
7
月
1
日
（
月
）〜

9
月
6
日（
金
）

■
試
験
日
：

一
次
試
験
　
9
月
21
日
（
土
）

二
次
試
験
　
10
月
12
日
（
土
）

■
試
験
会
場
：

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
（
奈
良
市

法
華
寺
町
）

■
試
験
内
容
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筆
記
試
験
、適
性
検
査
（
一
次
試
験
）

※
二
次
試
験
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口
述
試
験
及
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身

体
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査
が
あ
り
ま
す
。
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二
次
試
験
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詳
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次
試
験

合
格
発
表
後
に
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知
ら
せ
し
ま
す
。

❸
航
空
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生（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

■
対
象
：
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上
　
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
男
女
、
航
空
　
18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
：
7
月
1
日
（
月
）
〜

9
月
6
日
（
金
）

■
試
験
日
：

一
次
試
験
　
9
月
16
日（
月
・
祝
）

二
次
試
験
　
10
月
中
旬
予
定

三
次
試
験
　
11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬

予
定

■
試
験
会
場
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航
空
自
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隊
奈
良

基
地
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奈
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市
法
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内
容
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性
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あ
り
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す
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試
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格
発
表
後
に
お
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せ
し

ま
す
。

　
詳
し
く
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記
事
務
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ま
で
お

問
い
合
わ
せ
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さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條

地
域
事
務
所

T
E
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：
0
7
4
7
ー
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ー
3
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海
上
保
安
庁
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、２
０
１
９
年
度
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学
校
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海
上
保
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学
校

学
生
採
用
試
験
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の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
大
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学
生
】

■
受
験
資
格
：
平
成
31
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4
月
1
日
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い
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高
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学
校
又
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中
等
教
育

学
校
を
卒
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し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
2
年
を
経
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し
て
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な
い
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の
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び
令
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3
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ま
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に
高
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学
校
又
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教
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込
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る
者
。
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付
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）
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。
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。
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２０
名
程
度

■
応
募
資
格
：

❶
奈
良
県
内
在
住
の
成
人
（

７０
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❸
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。
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６
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。
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セ
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❷
9
月
9
日
（
月
）

❸
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❹
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0
時
40
分
〜
3
時

■
テ
ー
マ
：
❶「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
礎
」ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
？

❷
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
際
・
基

礎
的
な
面
接
技
法
」

❸
「
奈
良
県
の
医
療
制
度
に
つ
い

て
」「
障
害
年
金
に
つ
い
て
」

❹
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
総
括
〜

受
け
る
側
の
姿
勢
〜
」

■
対
象
：
指
定
難
病
の
患
者
及
び
家

族
で
、
奈
良
難
病
連
の
講
演
会
等
含
め
、

4
回
受
講
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方

　
養
成
講
座
受
講
後
は
、
奈
良
県

内
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登

録
し
、活
動
協
力
で
き
る
方

（
年
度
毎
に
登
録
継
続
の
意
向
を

確
認
し
ま
す
）

■
定
員
：

４０
名

　
奈
良
難
病
連
関
連
講
演
会
含
め

4
回
受
講
し
た
方
に
修
了
証
書
を

交
付
し
ま
す
。

■
場
所
：
郡
山
保
健
所 

大
会
議
室

（
1
回
目 

郡
山
総
合
庁
舎
4
階
研
修
室
）

※
ア
ク
セ
ス
…
近
鉄
郡
山
駅
発
　

毎
時
17
分 

郡
山
総
合
庁
舎
前
下
車

■
申
込
先
：

奈
良
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
4
3
ー
51
ー
0
1
9
7

7
月
15
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
：
奈
良
県
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
4
3
ー
51
ー
0
1
9
7

令
和
元
年
度

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

海
上
保
安
官
募
集

第
１３
期

　犯
罪
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

令
和
元
年
度

難
病
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

下記の日程で法律相談を行います。

◆と　　　き：７月１１日（木）　午後１時～４時

◆と　こ　ろ：上北山村 振興センター 婦人研修室

◆担当弁護士：無漏田　恭生

◆問　合　せ：

令和元年度
中南和法律相談センター
法律相談日程のお知らせ

お気軽に
ご相談にお越し
ください。奈良弁護士会

相談センター担当事務局

TEL0742－22－2035
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場

ワースリビングかみきた
　診療所

　保健福祉課
　社会福祉協議会

教育委員会

上北山小・中学校
（やまゆり学園）

やまゆり保育園

村民総合会館

白川公民館

ふるさとふれあい会館

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分遣所

吉野土木事務所
工務第二課

関西電力㈱高田営業所

（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－０００１

２－００１６

３－０３８０

２－０１２９

２－００６６

２－００２７

２－０２３０

一般社団法人
ツーリズムかみきた

３－０３３０

３－０１２０

３－０２１８

５－２２２７
５－２２５１

２－０００５

５－２４５０

２－００９８

２－０10 2

０８００－７７７－８０５１

上北山村と下北山村の合同で空き家相談会を開催します。

空き家相談会

　空き家コンシェルジュと行政が連携し、恊働事業として定期的な相
談会を開催しています。
　相談内容は、「管理、活用相談」「空き家調査」「管理や活用法の提
案」「その他、空き家に関するあらゆる相談」です。相談、調査とも無
料でご利用いただけます。

■開催日時 ： 8月10日（土）
　　　　　　セミナー：午後1時～2時　相談会：午後2時15分～4時15分
■ 場　　所 ： 上北山村振興センター
■ 料　　金 ： 無料
■問合せ先 ： 特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ
　　　　　　TEL: 0744-35-6211

＊セミナー参加は予約不要です。
＊相談会には予約が必要です。

❶
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

■
対
象
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
：
男
子
・
女
子
　
年
間

を
通
し
随
時

■
試
験
日
：
7
月
21
日（
日
）、8
月
25

日
（
日
）、9
月
15
日
（
日
）、9
月
22
日

（
日
）（
男
子
の
み
）
、9
月
23
日
（
月
・

祝
）（
女
子
の
み
）、9
月
29
日（
日
）

■
試
験
会
場
：
航
空
自
衛
隊
奈
良

基
地
（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

■
試
験
内
容
：
筆
記
試
験
、口
述

試
験
、適
性
検
査
、身
体
検
査

❷
一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・
航

空
自
衛
隊
）

■
対
象
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
：
7
月
1
日
（
月
）〜

9
月
6
日（
金
）

■
試
験
日
：

一
次
試
験
　
9
月
21
日
（
土
）

二
次
試
験
　
10
月
12
日
（
土
）

■
試
験
会
場
：

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
（
奈
良
市

法
華
寺
町
）

■
試
験
内
容
：

筆
記
試
験
、適
性
検
査
（
一
次
試
験
）

※
二
次
試
験
で
口
述
試
験
及
び
身

体
検
査
が
あ
り
ま
す
。

※
二
次
試
験
の
詳
細
は
、一
次
試
験

合
格
発
表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❸
航
空
学
生（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

■
対
象
：
海
上
　
18
歳
以
上
23
歳

未
満
の
男
女
、
航
空
　
18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
男
女

■
受
付
期
間
：
7
月
1
日
（
月
）
〜

9
月
6
日
（
金
）

■
試
験
日
：

一
次
試
験
　
9
月
16
日（
月
・
祝
）

二
次
試
験
　
10
月
中
旬
予
定

三
次
試
験
　
11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬

予
定

■
試
験
会
場
：
航
空
自
衛
隊
奈
良

基
地
（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

■
試
験
内
容
：
筆
記
試
験
、適
性
検
査

※
二
次
試
験
か
ら
は
航
空
身
体
検

査
、口
述
試
験
等
が
あ
り
ま
す
。

※
二
次
試
験
以
降
の
詳
細
は
、一
次

試
験
合
格
発
表
後
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、左
記
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
五
條

地
域
事
務
所

T
E
L
：
0
7
4
7
ー
22
ー
3
7
8
9

　
海
上
保
安
庁
は
、２
０
１
９
年
度

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校

学
生
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

【
海
上
保
安
大
学
校
学
生
】

■
受
験
資
格
：
平
成
31
年
4
月
1
日

に
お
い
て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
2
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も

の
及
び
令
和
2
年
3
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
。
ま
た
は
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
。

■
受
付
期
間
：
8
月

２２
日
（
木
）
〜

9
月
2
日
（
月
）

■
1
次
試
験
：
9
月
22
日
（
日
）

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
阪
海
上
保
安
監
部
管
理
課

T
E
L
：
06
ー
6
5
7
1
ー
0
2
2
1

　
犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
、ご
遺
族
の
方
の
た
め

の
電
話
相
談
や
生
活
支
援
、警
察
・

病
院
へ
の
付
き
添
い
等
の
直
接
支

援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講

座
を
修
了
し
、適
性
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
方
に
委
嘱
い
た
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
：
７
月
１
日
（
月
）
〜

７
月

３１
日
（
水
）

■
募
集
人
員
：

２０
名
程
度

■
応
募
資
格
：

❶
奈
良
県
内
在
住
の
成
人
（

７０
歳

未
満
の
方
）

❷
性
別
、職
業
、学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

❸
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
活
動
の

趣
旨
に
賛
同
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
で
き
る
方

■
選
考
：
応
募
さ
れ
た
方
に
は
、書

類
選
考
の
上
、面
接
を
行
い
ま
す
。

■
講
習
：
支
援
活
動
に
必
要
な
知

識
等
を
習
得
す
る
た
め
、一
定
の
講

座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
期
間
は
、９
月
６
日
（
金
）
〜

１２

月
１３
日
（
金
）の
予
定
。

（
原
則
と
し
て
毎
週
金
曜
日
の
午
後

1
時
〜
４
時
）

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

T
E
L
：
0
7
4
2
ー
26
ー
6
9
3
5

（
月
〜
金 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
、

祝
日
除
く
）

■
日
時
：
❶
7
月
22
日
❷
9
月
9
日
（
月
）

❸
10
月
23
日
（
水
）
❹
12
月
9
日
（
月
）

※
い
ず
れ
も
午
後
0
時
40
分
〜
3
時

■
テ
ー
マ
：
❶「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
礎
」ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
？

❷
「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
際
・
基

礎
的
な
面
接
技
法
」

❸
「
奈
良
県
の
医
療
制
度
に
つ
い

て
」「
障
害
年
金
に
つ
い
て
」

❹
「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
総
括
〜

受
け
る
側
の
姿
勢
〜
」

■
対
象
：
指
定
難
病
の
患
者
及
び
家

族
で
、
奈
良
難
病
連
の
講
演
会
等
含
め
、

4
回
受
講
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
方

　
養
成
講
座
受
講
後
は
、
奈
良
県

内
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登

録
し
、活
動
協
力
で
き
る
方

（
年
度
毎
に
登
録
継
続
の
意
向
を

確
認
し
ま
す
）

■
定
員
：

４０
名

　
奈
良
難
病
連
関
連
講
演
会
含
め

4
回
受
講
し
た
方
に
修
了
証
書
を

交
付
し
ま
す
。

■
場
所
：
郡
山
保
健
所 

大
会
議
室

（
1
回
目 

郡
山
総
合
庁
舎
4
階
研
修
室
）

※
ア
ク
セ
ス
…
近
鉄
郡
山
駅
発
　

毎
時
17
分 

郡
山
総
合
庁
舎
前
下
車

■
申
込
先
：

奈
良
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
4
3
ー
51
ー
0
1
9
7

7
月
15
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
：
奈
良
県
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
4
3
ー
51
ー
0
1
9
7

令
和
元
年
度

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

海
上
保
安
官
募
集

第
１３
期

　犯
罪
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

令
和
元
年
度

難
病
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

下記の日程で法律相談を行います。

◆と　　　き：７月１１日（木）　午後１時～４時

◆と　こ　ろ：上北山村 振興センター 婦人研修室

◆担当弁護士：無漏田　恭生

◆問　合　せ：

令和元年度
中南和法律相談センター
法律相談日程のお知らせ

お気軽に
ご相談にお越し
ください。奈良弁護士会

相談センター担当事務局

TEL0742－22－2035
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広　報 かみきたやま

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
高
齢

者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。平
成
31
年
3
月
に
は

現
在
65
歳
以
上
の
す
べ
て
の

方
に
接
種
勧
奨
の
通
知
が
届

き
、接
種
が
終
了
す
る
予
定
で

し
た
。し
か
し
、接
種
を
済
ま

さ
れ
た
人
は
対
象
者
の
約

４０
％
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の

常
に
上
位
を
占
め
る
重
篤
な

病
気
で
、そ
の
95
％
は
65
歳
以

上
の
人
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い

の
が
肺
炎
球
菌
で
、こ
の
菌
は

厄
介
な
こ
と
に
莢
膜
（
き
ょ
う

ま
く
）
と
い
う
防
御
膜
に
覆
わ

れ
て
い
る
た
め
に
、白
血
球
の

攻
撃
や
抗
生
物
質
の
効
果
に

抵
抗
し
ま
す
。つ
ま
り
一
旦
感

染
す
る
と
治
り
に
く
く
、予
防

が
大
切
な
肺
炎
と
言
え
ま
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
莢

膜
に
対
す
る
免
疫
力
を
獲
得

で
き
る
ワ
ク
チ
ン
で
、１
回
の

接
種
で
少
な
く
と
も
5
年
間

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
一
度
も
受
け
て
い
な
い

方
は
定
期
接
種
の
期
間（
市
町

村
の
補
助
が
出
る
期
間
）も
延

長
さ
れ
ま
し
た
の
で
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、既
に
１
回
目
の
接
種

を
済
ま
さ
れ
た
方
は
、
5
年

以
上
の
間
隔
を
空
け
て
の
再

接
種
が
可
能
で
す
。

　
た
だ
し
再
接
種
は
任
意
接

種
（
個
人
の
判
断
で
受
け
る
予

防
接
種
で
、費
用
は
全
額
自
己

負
担
）
に
な
り
、初
回
の
接
種

に
比
べ
る
と
接
種
部
位
の
痛

み
や
腫
れ
が
出
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、医
師
と
相
談
の
上
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
肺
炎
を
「
強
め
の
風
邪
」
と

考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。入
院

を
必
要
と
し
た
り
、
後
遺
症

を
残
し
た
り
、命
に
関
わ
る
こ

と
さ
え
あ
り
ま
す
。
適
度
な

運
動
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
心

が
け
、禁
煙
や
口
腔
ケ
ア
を
行

う
と
同
時
に
予
防
接
種
を

し
っ
か
り
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、ジ
メ

ジ
メ
し
た
梅
雨
の
季
節
に
な

り
湿
気
の
多
い
不
快
な
日
が

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
最
近
は
T
V
を
つ
け

る
と
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
北
山
村
で
は
車
が
な

い
と
生
活
し
に
く
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ん

も
運
転
に
よ
く
注
意
し
て
、

安
全
運
転
を
心
が
け
て
無
理

な
運
転
は
控
え
る
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
今
日
は
高
温
多
湿
な

日
が
続
く
と
多
く
な
る
感
染

性
腸
炎
い
わ
ゆ
る
食
中
毒
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。感
染

性
腸
炎
と
は
細
菌
、
ウ
イ
ル

ス
、
寄
生
虫
な
ど
の
病
原
体

が
腸
管
に
感
染
し
発
症
す
る

病
気
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。こ

こ
で
は
頻
度
の
多
い
細
菌
性

と
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
性
腸

炎
に
関
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
夏
に
は
細
菌

性
腸
炎
に
よ
る
も
の
が
、冬
に

は
ウ
イ
ル
ス
性
腸
炎
に
よ
る

も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
感
染
性
腸
炎
に
な
る
流

れ
は
、
汚
染
さ
れ
た
食
品
や

水
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
か
ら
感
染
が
始
ま
り

ま
す
（
ペ
ッ
ト
や
人
か
ら
の
接

触
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
。感
染
し
て
か
ら
症
状
が

出
る
ま
で
に
か
か
る
時
間
は

感
染
の
原
因
に
よ
り
違
い
、

早
け
れ
ば
数
時
間
の
場
合
や

遅
け
れ
ば
1
週
間
前
後
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状

と
し
て
は
発
熱
、嘔
吐
（
吐
い

て
戻
す
こ
と
）
、腹
痛
、下
痢

（
血
が
混
じ
っ
た
便
が
出
る
こ

と
も
あ
り
）
が
主
だ
っ
た
症
状

と
な
っ
て
お
り
、嘔
吐
⇩
腹
痛

⇩
下
痢
の
順
番
で
症
状
が
出

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、な
か
に
は
下
痢
だ
け

の
症
状
し
か
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
一
番

大
事
な
こ
と
は
脱
水
予
防
の

水
分
摂
取
（
口
か
ら
の
摂
取

が
難
し
い
場
合
は
点
滴
加
療

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
）
で

あ
り
、他
に
整
腸
剤
（
当
院
で

は
ミ
ヤ
B
M
を
置
い
て
い
ま

す
）
の
内
服
な
ど
を
行
い
ま

す
。
下
痢
が
し
ん
ど
い
の
で

下
痢
止
め
薬
を
飲
み
た
い
と

い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
下
痢
止
め
薬
を
内

服
す
る
こ
と
は
腸
内
の
原
因

菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
ま
た
そ
の

毒
素
な
ど
が
便
と
一
緒
に
出

る
の
を
邪
魔
し
て
し
ま
い
治

る
ま
で
の
時
間
が
よ
り
長
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
た
め
望
ま
し
く
な
く
原
則

内
服
し
ま
せ
ん
。
抗
菌
薬
の

内
服
に
関
し
て
も
ウ
イ
ル
ス

性
腸
炎
の
場
合
は
効
果
が
な

い
た
め
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

細
菌
性
腸
炎
で
あ
っ
て
も
多

く
の
場
合
で
内
服
せ
ず
に
治

る
た
め
原
則
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
と
く
に
症
状
が
ひ
ど
い

場
合
（
口
か
ら
の
水
分
摂
取

が
困
難
な
場
合
が
続
く
場
合

は
入
院
加
療
も
考
え
る
必
要

あ
り
）
や
感
染
の
原
因
と
し

て
細
菌
性
赤
痢
・
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
が
疑
わ
し
い
場
合
、

あ
と
旅
行
中
や
旅
行
後
（
特

に
衛
生
環
境
が
悪
い
と
こ
ろ

へ
の
）の
場
合
は
抗
菌
薬
の
内

服
も
検
討
し
ま
す
。

　
最
後
に
今
回
の
お
話
し
で

一
番
伝
え
た
い
こ
と
で
す
が
、

感
染
し
な
い
、
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に『
菌
や
ウ
イ
ル

ス
で
汚
染
さ
れ
て
い
そ
う
な

放
置
し
た
食
品
や
水
は
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
し
な
い
』
、

ま
た『
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
病
原
体
が
口
に
入
ら
な
い

よ
う
に
手
洗
い
を
忘
れ
な

い
』
と
い
う
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た

内
容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
が
あ
れ
ば
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
で
は
次
回
は
8
月
に
ま
た

皆
さ
ま
に
お
話
さ
せ
て
頂
い

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

ol.

上北山村国民健康保険診療所
医 師 岩 田 臣 弘

診療所

だより
健康づくりのアドバイス

73V

食
中
毒

がん患者サロン「よしの」がん患者サロン「よしの」

日　　　時 ： 7月12日(金)午後1時30分～3時30分

内　　　容 ： 交流会
　　　　　　※当日は南奈良総合医療センターがん相談員(がん性疼痛看護認定看護師)も参加します。

場　　　所 ： 奈良県吉野保健所２階　大会議室　（吉野郡下市町新住15-3）

対　　　象 ： 県内に居住されているがん患者、その家族

申　込　み： 電話またはFAXで

　　　　　   住所、氏名、電話番号、参加人数を下記へご連絡ください。

　　　　　   （申込〆切　7月11日）

※当日悪天候による警報が発令される等の場合は中止させていただくことがありますので予めご承知ください。

がん患者サロンは、がん患者や家族同士が悩みや不安を語り合うことができ、同じ体験をした仲間
が集う場です。 はじめての方もぜひご参加下さい。

吉野保健所 参加
無料

FAX：0747-52-7259TEL：0747-64-8134
（月～金《休日除く》9:00～17:00）

吉野保健所　健康増進課　母子・健康推進係お問合せ
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平
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齢
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肺
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球
菌
ワ
ク
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定
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接
種
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ま
し
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は
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接
種
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種
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た
。し
か
し
、接
種
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ま
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れ
た
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対
象
者
の
約

４０
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ま
っ
て
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ま
す
。
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炎
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上
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篤
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で
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。
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介
な
こ
と
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膜
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ま
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）
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う
防
御
膜
に
覆
わ

れ
て
い
る
た
め
に
、白
血
球
の

攻
撃
や
抗
生
物
質
の
効
果
に

抵
抗
し
ま
す
。つ
ま
り
一
旦
感

染
す
る
と
治
り
に
く
く
、予
防

が
大
切
な
肺
炎
と
言
え
ま
す
。
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炎
球
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は
莢
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チ
ン
で
、１
回
の
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種
で
少
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も
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間
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ま
す
。
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受
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出
る
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）も
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さ
れ
ま
し
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接
種
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。
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接
種
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。
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予
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り
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回
の
接
種
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べ
る
と
接
種
部
位
の
痛

み
や
腫
れ
が
出
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、医
師
と
相
談
の
上
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

　
肺
炎
を
「
強
め
の
風
邪
」
と

考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。入
院

を
必
要
と
し
た
り
、
後
遺
症

を
残
し
た
り
、命
に
関
わ
る
こ

と
さ
え
あ
り
ま
す
。
適
度
な

運
動
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
心

が
け
、禁
煙
や
口
腔
ケ
ア
を
行

う
と
同
時
に
予
防
接
種
を

し
っ
か
り
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、ジ
メ

ジ
メ
し
た
梅
雨
の
季
節
に
な

り
湿
気
の
多
い
不
快
な
日
が

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
は
ど
う
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
最
近
は
T
V
を
つ
け

る
と
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
北
山
村
で
は
車
が
な

い
と
生
活
し
に
く
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、皆
さ
ん

も
運
転
に
よ
く
注
意
し
て
、

安
全
運
転
を
心
が
け
て
無
理

な
運
転
は
控
え
る
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
今
日
は
高
温
多
湿
な

日
が
続
く
と
多
く
な
る
感
染

性
腸
炎
い
わ
ゆ
る
食
中
毒
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。感
染

性
腸
炎
と
は
細
菌
、
ウ
イ
ル

ス
、
寄
生
虫
な
ど
の
病
原
体

が
腸
管
に
感
染
し
発
症
す
る

病
気
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。こ

こ
で
は
頻
度
の
多
い
細
菌
性

と
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
性
腸

炎
に
関
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
夏
に
は
細
菌

性
腸
炎
に
よ
る
も
の
が
、冬
に

は
ウ
イ
ル
ス
性
腸
炎
に
よ
る

も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
感
染
性
腸
炎
に
な
る
流

れ
は
、
汚
染
さ
れ
た
食
品
や

水
を
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す

る
こ
と
か
ら
感
染
が
始
ま
り

ま
す
（
ペ
ッ
ト
や
人
か
ら
の
接

触
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）
。感
染
し
て
か
ら
症
状
が

出
る
ま
で
に
か
か
る
時
間
は

感
染
の
原
因
に
よ
り
違
い
、

早
け
れ
ば
数
時
間
の
場
合
や

遅
け
れ
ば
1
週
間
前
後
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
症
状

と
し
て
は
発
熱
、嘔
吐
（
吐
い

て
戻
す
こ
と
）
、腹
痛
、下
痢

（
血
が
混
じ
っ
た
便
が
出
る
こ

と
も
あ
り
）
が
主
だ
っ
た
症
状

と
な
っ
て
お
り
、嘔
吐
⇩
腹
痛

⇩
下
痢
の
順
番
で
症
状
が
出

る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、な
か
に
は
下
痢
だ
け

の
症
状
し
か
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
一
番

大
事
な
こ
と
は
脱
水
予
防
の

水
分
摂
取
（
口
か
ら
の
摂
取

が
難
し
い
場
合
は
点
滴
加
療

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
）
で

あ
り
、他
に
整
腸
剤
（
当
院
で

は
ミ
ヤ
B
M
を
置
い
て
い
ま

す
）
の
内
服
な
ど
を
行
い
ま

す
。
下
痢
が
し
ん
ど
い
の
で

下
痢
止
め
薬
を
飲
み
た
い
と

い
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
下
痢
止
め
薬
を
内

服
す
る
こ
と
は
腸
内
の
原
因

菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
ま
た
そ
の

毒
素
な
ど
が
便
と
一
緒
に
出

る
の
を
邪
魔
し
て
し
ま
い
治

る
ま
で
の
時
間
が
よ
り
長
く

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
た
め
望
ま
し
く
な
く
原
則

内
服
し
ま
せ
ん
。
抗
菌
薬
の

内
服
に
関
し
て
も
ウ
イ
ル
ス

性
腸
炎
の
場
合
は
効
果
が
な

い
た
め
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

細
菌
性
腸
炎
で
あ
っ
て
も
多

く
の
場
合
で
内
服
せ
ず
に
治

る
た
め
原
則
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
と
く
に
症
状
が
ひ
ど
い

場
合
（
口
か
ら
の
水
分
摂
取

が
困
難
な
場
合
が
続
く
場
合

は
入
院
加
療
も
考
え
る
必
要

あ
り
）
や
感
染
の
原
因
と
し

て
細
菌
性
赤
痢
・
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
が
疑
わ
し
い
場
合
、

あ
と
旅
行
中
や
旅
行
後
（
特

に
衛
生
環
境
が
悪
い
と
こ
ろ

へ
の
）の
場
合
は
抗
菌
薬
の
内

服
も
検
討
し
ま
す
。

　
最
後
に
今
回
の
お
話
し
で

一
番
伝
え
た
い
こ
と
で
す
が
、

感
染
し
な
い
、
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に『
菌
や
ウ
イ
ル

ス
で
汚
染
さ
れ
て
い
そ
う
な

放
置
し
た
食
品
や
水
は
食
べ

た
り
飲
ん
だ
り
し
な
い
』
、

ま
た『
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
病
原
体
が
口
に
入
ら
な
い

よ
う
に
手
洗
い
を
忘
れ
な

い
』
と
い
う
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
今
回
お
話
さ
せ
て
頂
い
た

内
容
で
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
が
あ
れ
ば
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
で
は
次
回
は
8
月
に
ま
た

皆
さ
ま
に
お
話
さ
せ
て
頂
い

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
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※当日悪天候による警報が発令される等の場合は中止させていただくことがありますので予めご承知ください。

がん患者サロンは、がん患者や家族同士が悩みや不安を語り合うことができ、同じ体験をした仲間
が集う場です。 はじめての方もぜひご参加下さい。

吉野保健所 参加
無料

FAX：0747-52-7259TEL：0747-64-8134
（月～金《休日除く》9:00～17:00）

吉野保健所　健康増進課　母子・健康推進係お問合せ
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　少子高齢化の進展により、若い世

代が減少する一方、輸血用血液の多

くを使用する高齢者世代が増加し、

今後、輸血が不足することが予想さ

れています。

　下記の日程で献血を行いますので、

お一人でも多くのご協力をくださいますようお願いします。

献血にご協力を！

2019

No.615
6月

主な内容 5/30 上下北山小学校交流陸上

Ｐ２
Ｐ３・４
Ｐ５
Ｐ６
Ｐ７
Ｐ８

6月定例村議会……………………………
一般質問……………………………………
村の出来事…………………………………
差別をなくす強調月間……………………
救急医療情報キットの配布を始めます……
教科書展示会・東吉野魅力発信イベント…

Ｐ９
Ｐ１０
Ｐ１１
Ｐ１２
Ｐ１３
Ｐ１４

吉野消防署・年金だより……………………
お知らせ…………………………………
空き家相談・中南和法律相談………………
がんサロン「よしの」・奈良健康情報……
診療所だより…………………………………
叙勲受章者のご紹介・自衛官募集相談員の任命…

村のようす

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

令和元年6月1日現在

世帯数
人　口
男
女
面　積

３０６（±０）
４９９（±０）
２５８（+１）
２４１（－１）
274.22k㎡

【７月１日】

広
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― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

・県村民税　　　第1期
・介護保険料　　第2期

◆と　　　き：7月1日（月）午後２時～４時
◆と　こ　ろ：上北山村役場前

叙勲受章者のご紹介（春の叙勲）

　多年にわたり団長等消防業務に

精励し、消防の発展に貢献し、その

顕著な功績が認められました。

金山　進保氏
瑞宝単光章

自衛官募集相談員に任命
　福嶋範之氏が、自衛官募

集相談員に任命されました。

　6月11日（火）、自衛官奈

良地方協力本部五条地域

事務所長より委嘱状の授与

が行われました。

　期間は2年です。自衛官に興味のある方は、福嶋氏までご相

談ください。


